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方法と原理を変えれば、新しい価値が生まれる。 
新マーケット創造のヒント満載。マーケター、経営者必読の書。 

オンリー・ワン企業になるためのヒント満載！ 

●これを読めばＣＳのすべてがわかる！ 
リスクマネージメント、クレーム対策の本は山ほどあるが、クレームをつくらない仕組みづくりの本はこの一冊だけ。 

●クリーニングの大革命 
百年以上の歴史をへて、いまや労働集約型家内工業・３Ｋ代表といわれるクリーニング産業に革命を起こし
た。 その方法は、いかなるビジネス・経営にも通じる。 
「方法と原理」を変えれば衰退の道をたどっていても成長ビジネスに価値転
換が図られる。 

◆京セラ名誉会長　稲盛 和夫氏 

◆早稲田大学「大隈塾」塾頭・ジャーナリスト　田原 総一朗氏　 
規模の小さい企業が生き残るのは、世の中に価値を与えていける会社かどう
かであり、 経営者に求められるのは、発想力と構想力と行動力と統率力だ。 
◆早稲田大学「大隈塾」客員教授・ジャーナリスト　高野　孟氏　 
どうせ事を起こすなら、橋本さんのように、業界丸ごと乗っ取るような構想力と
気迫が欲しいですよね。 

〒１０７‐００６２ 東京都港区南青山６‐１‐２３　Ｔｅｌ・０３（３４０９）５６３２　Ｆａｘ・０３（３４０９）５２９４ 
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ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
  パリ　モンテーニュ通り 

はじめに ／ 案山子の独り言 

稲穂が色づき始めると、いよいよ私の出番です。 

鳥や獣たちに荒らされないように見張り番を仰せつかっています。 

一日中同じ姿勢で立っていると辛いものがありますが、過ぎてゆく秋に楽しみを見つけています。 

柿や栗の実がなる頃にお米の収穫。 

今年も活躍したなぁ、という思いに一人感慨に耽ります。 

それも、つかの間で、楓が色づき始めます。 

私は、その頃には冬眠に入ります。 

でも、次回の冬号には、たたき起こされます。 

活躍の場があることは、実に楽しく有意義なことで、感謝、感謝。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英  

案山子の独り言  

12 ハッピーからのお知らせ 
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ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－デュッセルドルフ編－ 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－デュッセルドルフ編－ 

プリント染色のスクリーン 

「撚糸機メーカーより提供されてている新しい、スピードのある撚糸機よりも、 

古い方が良い糸ができるそうです」 

企業と大学の研究所が一体となって生産のおける「モノづくり」に取り組んでいるのは、 

日本の産学も見習わなければならない。 

ハッピーは、国立京都工芸繊維大学とアライアンスを組んでいるが、 

ニーダーライン大学のとうてい足元にも及ぶものではない。いや恥ずかしいくらいだ。 

ニーダーライン大学はデュッセルドルフの 

メンヘングラートバッハにあり、 

NRW州立大学でテキスタイルの研究にかけては、 

その道のスペシャリティの集まりである。 

服のデザイン、染色、紡織、企業を思わせるような 

生産研究設備が揃っていて 

別世界に紛れ込んだような感じさえさせる。 

大学の研究所で、これだけ実践的生産研究設備を、 

いまだかつて見たこともないし私の経験でも知らない。 
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ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
デュッセルドルフ編 

いよいよ、環境とテクノロジーに話が及ぶと、三人のドクターたちは目の色が変わってくるのが 

肌で感じられた。私のテクノロジー的な説明に加えて、感性が問題になるところの洋服の 

シルエットスタイルの話にも驚く興味を示されたのには、当の本人の私がタジタジとするくらいだった。 

そして、無重力ハッピーゼロG洗浄は確実に受け入れられ、クロッツ教授がデータの分析に 

尽力してくれることを約束してくれた。 

このデータ分析の成果は、世界に受け入れられることになるであろうこと予測しておきたい。 

また、ドイツは環境大国といわれる通り、 

水の問題には敏感に反応され、 

洗浄水をリサイクルできる 

装置を開発されていることにも言及され、 

NRW州を上げて研究していることも 

明らかにされた。 

ハッピーも、水についての問題は 

避けて通ることはできないことから 

協力してもらえることも 

オフサイトながら約束された。 

イイとなれば話は早い。 

昨年の10月にドイツを 

訪問したときより、 

世界への旅立ちを着 と々 

準備できていることが実感できる 

有意義な時間だった。 

更に加えて、 

秋のハッピー世界大会への 

参加も約束できたことが 

何にもまして嬉しかった。 
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ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－パリ編－ 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－パリ編－ 

 

パリの街並みは形容詞を忘れさせる。すごいの一言。アトは絶句・・・・・。 

イタリアのルネッサンスの街も強烈な印象に残るがスケールが違って整備が行き届いている。 

ルーブル美術館の外観、ノートルダム寺院のステンドグラス。 

フランス文化にこだわる国民性が偉大なスケールで迫ってくる。日本の文化は箱庭文化で 

洗練された美しさはあるけれど、スケールの大きさにおいては完全に負けている。 

ヨーロッパに来るたびに、それを思い知らされる。 

 

さて、目的のエルメスへの表敬訪問は和やかなうちに終わった。 

残念なことには、館内撮影禁止ということだ。デザインの漏洩を極端に嫌っていて 

ブランドのためだ次回はアトリエを案内しましょうと、ミセス・ラリバ顧客担当責任者。 

でも、やはり撮影は禁止。 
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ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
パリ編 

パリは遠いけれど、 

時空を超えて友達になっていく。 

これが楽しみの醍醐味だ。 

サントノーレ通りには、 

世界の高級ブランドが軒を連ねて並ぶ。 

そして、サントノーレ通りより落ち着いた 

たたずまいのモンテーニュ通り、 

ここは清楚な中に凛とした威厳があって引き込まれる。 

シャンゼリーゼ通りに面してルイヴィトンの本店。 

このルイヴィトンには入館者が行列を作っている。 

そして、その西に凱旋門。 

エッフェル塔もドッシリと静かに優しく迎えてくれる。 

都市計画がナポレオンの時代から、 

ルイ王家の時代から延 と々続いているパリ。 

百聞は一見に如かず。 

聞いたり、読んだりするより、ぜひ観に来てほしいと願う。 

 

 

 

 

2度目のヨーロッパ訪問で世界大会に向けて 

準備が徐 に々始まっている。 

『クリーニングからケア・メンテへ』を合言葉に 

確実にハッピーが世界に拡がっていく。 
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編集部Nの一張羅を使って徹底検証 

“いいクリーニング店”は一体何が違うのか？ 
大切なビスポークメイドやインポートのスーツを 

安易にクリーニングに出したばかりに形はペッタンコ生地はテカテカ……。 
もう二度と出すもんかっ！と後悔している皆さま、多いのではないでしょうか？ 
そんな人も安心できるクリーニング店をMEN'S EXがご紹介いたしましょう。 

　暑い夏が終わり、衣替えのタイミングです。

でも上手いクリーニング店はどこにあるのか、

どう探せばよいのか……。 

そんな悩める愛好家は編集部内にも少なか

らずおりまして「いっそ洗わないほうがいいん

じゃない？」という暫定結論になっているので

すが、なにしろ日本は高温多湿ですからイヤ

でも洋服は汚れてしまいます。なす術なしの

そんな折、被かすのラグジュアリーブランドか

らも注文が殺到中というクリーニング店があ

ると聞きつけ、取材を敢行してまいりました。 

　「残念ながら、洋服や素材のことを熟知し

ているクリーニング店は非常に少ないのが

実情です。汚れを落とすことも大切ですが、

仕上がりがお客様の理想のシルエットになっ

ているかも重要なのです。私たちは英国製

やイタリア製など各々のシルエットの特徴も理

解しています」そう語るのは、京都のクリーニ

ング店ハッピーの橋本英夫社長。高級なス

ーツはアイロンを駆使して立体的に作られて

いるわけですから、それを知らないクリーニン

グ店が元々のシルエットを再現できるとは、確

かに考えにくいことです。 

　実際取材時に持ち込んだアントニオ・パニ

コのスーツを見た橋本さんは「生地の風合

いや襟のロールが見事ですね」など我々が

気になるポイントを次 に々指摘。さらには生地

を傷めずにクリーニングする技術を独自に研

究開発するため、工場内に素材の研究室な

る小部屋を作っているそうです。これで編集

部Ｎを初めとする愛好家の心配は吹き飛び

ました。 

アントニオ・パニコのフランネルスーツは肉厚のネイビー地
にチョークストライプのオーソドックスなダブル。肩のいせ込
みなど、神業テクが随所にちりばめられています。編集部
Ｎが約４０万円を投じてオーダーした宝物ですが、今回読
者のみなさまにも納得していただくために戦々恐々、実験
に使ってしまいました。 

 クリーニング店を超えた領域に踏み込んでいるクリーニング店、だから「ケア・メンテ®」 

検体となるのは編集部Ｎの一張羅 
アントニオ・パニコのフランネルスーツ 

「どうなの？」を超絶テーラー、マリオ・ペコラ銀座の 
佐藤英明さんに徹底検証していただきました 

　「私自身のクリーニングに対する心配は、

特に水洗いの場合にプレスがキチンとできて

いるかどうか、ドライクリーニングで生地の風

合いが変わっていないかどうかといった点で

す。上がってみたら風合いも変わってしまい、

襟はペッチャンコ、パンツのプリーツが二重に

なっているなんてことも、ありますよね。ですが、

この仕上がりを見る限りオリジナルの形が忠

実に再現されていると思います。私が理想と

考えるのは、仕立てのときと同じようなプレス。

これは、そうした丁寧な仕事です。また、生地

の風合いが損なわれていない点もいい。実際、

ウールは水分を入れてマメに洗ってあげた

ほうが長持ちします。」私の店でも、自分たち

の仕立てたものに限り、クリーニングをしてい

るのですが、これは大変手間のかかる作業で、

正直、採算は度外視（笑）。それだけに、こん

な仕事の丁寧なクリーニングが増えるといい

ですね」 

仕立て屋が作るのと同じ工程でプレスするのが理想の姿です。 

肩 
「いせ込みがある場合にも、プレスはしたほうがいいですね。しわ
を作るのではなく、丸みをつくるのが目的ですから、このように丸
みが再現されて、シワのないのが望ましい姿です」 

①生地の風合いが変わらない 
②上手いプレスで原型を再現できる 

Check Point

上襟 
「イタリアを含めたヨーロッパは上襟の作り方が日本とは違います。
首に吸い付くように自然にフィット感のあるラインが再現されるか
どうかは、熟練したプレス技術が必要です」 

前肩 
「アームホールがふんわりと丸みを持っているだけでなく、肩を丸
めるように、上腕そのものが少し前に向けて振り出しているような
仕立て時のラインが立体的に再現されています」 

ラペルの返り襟 
「下手なクリーニングに出すと、ここが折り曲げたようにつぶれて
戻ってきます。いい生地と芯地を使っているから、丁寧にプレス
することで、襟のやわらかさを表現できるのです」 

結　　　論 

“いいクリーニング屋”はここが違いました 

MEN'S EX 2004年10月号より 
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極上スーツは本当に水洗いできるんです 

その科学的で完璧な作業に佐藤さんも感嘆して止みません 

MEN'S EX 2005年11月号より 

ペコラ銀座店主・佐藤英明さんが行って、見て、ひれ伏した 
佐
藤
英
明
さ
ん
が
断
言
　 

「
プ
レ
ス
が
上
手
い 

　
だ
か
ら
水
洗
い
で
き
る
ん
で
す
」 

いわゆる“街のクリーニング屋”とは一線を画したハイレベルな業務をこなす職人集団、ハッピー。 
「クリーニング厳禁」と言われる超絶スーツもジャブジャブ水洗いしてしまうという 
その技術を確認すべく、超絶サルトであるペコラ銀座の店主・佐藤英明さんと同行取材。 
そこで見たものを、ありのままにご報告します。 

　MEN'S EX '０４年１０月号にてハッピーの

仕事ぶりを「仕立てのような丁寧なプレス」と

高く評価されていた佐藤さん。そんな佐藤さ

んが直接工場へ行き、目で見て肌で感じた

ハッピーのレベルの高さとは？ 

　「ドライクリーニングしかしていなかったり、

芯が縮んでしまったり、スーツを完璧に水洗

いできるお店って非常に少ないですし、それ

だけ難しいんですよ。ところがハッピーさんは、

しっかりした科学的根拠の下、自社で開発さ

れたサイジング液という特殊な薬液を混ぜて

ジャブジャブと洗浄していました。衣類の色

はそのままに、汗じみや黄ばみはちゃんと落

としているんですよね。実際に見せていただ

きましたが、相当酷い汚れも落ちていました

から。それに何しろ、プレス技術が非常に高い。

だから、水洗いだってできるんですよね。生

地の風合いなんて、洗う前、いやそれ以上に

よくなっていると思いますよ。細かくデータ管

理されたオリジナルのプレスツールを駆使し、

そして職人さんの手によって丁寧に仕上げ

られているとは、まさにスーツ工房です。実は

こちらに伺う前はね、いろんな仲介役というか、

洗いの下請け会社があって、それとは別に

プレスするところがあるんだろうなぁって思っ

ていたんです。まさか自社ですべてをされて

いるとは思っていませんでした。クリーニング

店のレベルを優に超えていますよ」 

偶然にも佐藤さんが仕立てた 

スーツが水洗いされていました 

イタリアとフランスで修業を積んだ後、 

銀座にアトリエをオープン。 

2003年9月からは、 

アトリエと同じビルの4階に 

クリーニング専門の店を開き、 

手入れや補修も請け負っています。 

　ハッピーの代表、橋本氏との対談中に

なんと佐藤さん本人が仕立てたマリオ・ペ

コラのオリジナルスーツが、たまたま水洗

いされていました。見てのとおりずぶ濡れ

で、しかも型崩れしまくりで見るも無残で

すが･･･。これがハッピー渾身のシルエッ

トプレスによって張りのある風合いが蘇り、

シワひとつない元の状態に戻るというから

驚きです。心なしか、佐藤さんも嬉しそう

でした。 

ペコラ銀座　店主 

佐 藤  英 明  
Hideaki Sato

！ 

ずぶ濡れ 
です 


